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あらまし 行動変容を促す手法として罰と報酬を組み合わせて与えるオペラント条件付けがある．この手法を基に
先行研究では受け手が好意を持つエージェントによる冷たい振る舞いと優しい振る舞いを組み合わせたツンデレイ
ンタラクションを提案した．本稿では，ツンデレを職業的に利用しているメイドカフェのスタッフとそのスタッフ
に対して好意を持つ常連客の方々 28人を対象に，スタッフによるツンデレインタラクションを受けた常連客の支配
的・服従的な性格の違いと作業意欲の関係の調査を行った．調査の結果，ツンデレインタラクションは支配的な性
格が弱い人ほど作業意欲の向上に効果があることが分かった．
キーワード ツンデレインタラクション，作業意欲，バーチャルエージェント，拡張現実

1. ま え が き
行動変容とは人が行動パターンを変化させることであり，自
ら行動変容を起こすことは難しいとされている [1]．他者の協
力により行動変容を促す方法の一つに，罰と報酬を組み合わ
せて与えることで，自発的な行動を促進するオペラント条件
付けがある [2]．行動変容を促す側 (演者)が望ましい行動に対
して報酬を与え，望ましくない行動に対して罰を与えること
で，行動変容を促される側 (受け手)が報酬を獲得して罰を回
避するための行動パターンを学習していく．効果的に行動パ
ターンを学習するためには，演者と受け手が信頼関係にある
必要がある [3]．
我々は先行研究で，行動変容を促すことを目的に，オペラ
ント条件付けに基づき，好意を持つエージェントによる冷た
い振る舞いと優しい振る舞いを組み合わせたインタラクショ
ン，「ツンデレインタラクション (TDI)」を提案した [4]．さら
に，拡張現実感 (AR)技術を用いて現実空間に重畳表示された
バーチャルエージェント (ARエージェント)を用いた TDIシ
ステムを構築した．TDIの行動変容の一例として作業意欲に
対する効果を検証した結果，インタラクションがない場合と比
較して作業意欲が向上することが示唆された．ただし，優し
い振る舞いだけのインタラクション (デレデレインタラクショ
ン)との間に差は見られなかった．これに対して，個人の特性
や状態が TDIの効果に影響することが示唆されている [5]．一
方でツンデレ属性を持つキャラクターは支配的性格を有して
いることが多く，そのキャラクターを好む人の中には服従的性
格を有していることが多いことが一般的に知られている [6]．
そこで，本稿では，まず，(i)TDIにおける受け手の支配的・

服従的な性格と行動変容の一例である作業意欲の向上との関
係性に注目した．この関係性を明らかにするために，ツンデ
レを職業的に使用しているメイドカフェに協力いただき，既
に好意的な関係性が構築されているメイドカフェのスタッフ 2
名とそのファンの方々 28名をそれぞれ演者，被験者として調
査した．さらに，最終的にバーチャルエージェントの TDIに
よって人の行動変容を快適に促すシステムの構築を目指して
いる．そのために，メイドカフェのスタッフのツンデレの振
る舞いデータを適用した ARエージェントを用いて，(ii)人と
ARエージェントにおける TDIの作業意欲向上に対する効果の
違いの調査も加えて行った．

2. 従 来 研 究
2. 1 ツンデレインタラクションシステム
ツンデレは冷たい振る舞い (ツンツン)と優しい振る舞い (デ

レデレ)を組み合わせた人やキャラクターの属性であり，これ
は恋愛関係などの好意的な関係性において，その人もしくは
キャラクターの魅力向上に効果があるとされている [6]．先行
研究で振る舞いの受け手がその演者に対して好意を持ってい
る関係性においてオペラント条件付けとツンデレを組み合わ
せて受け手の行動変容を促すインタラクション「ツンデレイ
ンタラクション」を提案した [4]．そして，実際に職業的にツ
ンデレを利用している専門家の方々の監修の基，ツンデレの
振る舞いに関する動作や音声データを収集し，ARエージェン
トに適用することで，TDIシステムを構築した [5]．

2. 2 ツンデレにおける支配的・服従的性格
TDIの作業意欲に対する効果が人の性格に関係しているこ

とを調査後のアンケートより確認した [5]．また，ツンデレ属

— 1 —



図 1 タスクを行うことを想像している被験者に対して調査を行ったときの様子．左図:人によ
るツンデレインタラクションの様子．右図:AR技術により現実空間上に重畳表示した AR
エージェントによるツンデレインタラクションの様子．

性を持つキャラクターには支配的性格を有するキャラクター
が多く，また，そのようなキャラクターから冷たい振る舞いを
受けることを好む人々は服従的な気質も所有していることが
一般的に知られている [6]．

3. TDIが作業意欲向上に与える効果と支配的服
従的な性格の関係性の調査

3. 1 調 査 条 件
本稿では，(i)TDIにおける作業意欲と支配的，服従的な性格
との関係性と，(ii)人と ARエージェントにおける TDIの作業
意欲向上に対する効果の違いについて調査を行う．
まず，TDIを行う上で，振る舞いの受け手が演者に対して好
意を持つことが理想である．そこで，メイドカフェに協力い
ただき，メイドカフェのスタッフと，そのスタッフに対して好
意的な関係性が構築されているファンの方々の間で本調査を
行った．演者は冷たい印象と優しい印象を有するスタッフを
１名ずつ，計 2名を選出した．受け手となる被験者は，メイド
カフェのファンクラブで用いられている SNSで募集し，その
スタッフに対して好意を持つ男性 23名，女性 5名の計 28名，
年齢層は 16–59歳 (平均 34.6歳)であった．被験者には図 1に
示すように，「机の上に置かれた書籍の内容をまとめてプレゼ
ン資料を作成する」というタスクを始めることを想像しても
らったうえでインタラクションを受けてもらい調査を行った．
また，TDIの作業意欲に対する効果を確認する上で，ベースラ
インとして優しい振る舞いのみのインタラクションであるデ
レデレインタラクション (DDI)との比較も行った．

3. 2 調 査 環 境
メイドカフェ内に 2つのスペースを設けて調査を行った．各
スペースはホワイトボードにより仕切られており，各被験者
はお互いの姿が見えない環境であった．人と ARエージェン
トがインタラクションを行う場合には，被験者から約 1.5 m離
れた位置に立った状態で行った．また，ARエージェントは光

学シースルー型の ARヘッドマウントディスプレイ (HMD)で
ある HoloLens2を用いて表示した．

3. 3 システムの構築
調査で使用するシステムを構築するにあたって，まず AR

エージェントが発するセリフを作成した．その後，AR エー
ジェントが行う振る舞いをメイドカフェのスタッフが行う振
る舞いと同じものにするため，調査に参加するスタッフ 2名
から事前に「音声」，「身体の動き」，「表情」のデータを取得
し，振る舞いデータを作成した．ARエージェントは，メイド
カフェの監修のもと作成された冷たい印象と優しい印象を有
する 2体のキャラクターを採用した．

3. 3. 1 発 話 内 容
まず，「やる気が出ない作業を始める人を応援する」という

シチュエーションにおいて，セリフ前半のツンツンとした冷
たい部分と後半のデレデレとした優しい部分の差（ギャップ）
が大きいツンデレとギャップの小さいツンデレ，セリフ全体が
優しいデレデレの 3種類のセリフを，メイドカフェのスタッ
フや有名なアニメのツンデレセリフから引用し 4種類ずつ作
成した．そのセリフを yahooクラウドを用いて，不特定多数
の一般人 100名に作成したセリフの冷たさと優しさの印象の
強度を 10段階の尺度で評価してもらった．その冷たさと優し
さの強さを基に，セリフをツンデレ（ギャップ大）とツンデレ
（ギャップ小），デレデレに分類し，各属性のセリフの中から印
象が良かった上位 2種類ずつを抽出し，TDI（ギャップ大）と
TDI（ギャップ小），DDIのセリフとした．以下に一例を示す．
ただし，調査でこのセリフを使用する際，演者にとってより

自然な言い回しになるよう，演者それぞれで語尾や表現に少
し修正を施した．　　

TDI（ギャップ大）：
ねぇちょっと，さっさとこれ終わらせてくれない？
言っとくけどあんた一人でやるんだからね．拒否権
なんてないんだからね！私はあんたに割く時間なん
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かないんだからね？はぁ？！こんな簡単なことも一
人でできないわけ？…そう，じゃあ，私が手伝ってあ
げてもいいけど，終わったら，私の買い物にも付き
合ってよね．
TDI（ギャップ小）：
ご主人様，まだ仕事を始めてないのですか？ご主人
様が仕事やらないと私休憩入れないから，早くして
もらえませんか？こんなとっても簡単なことも一人
でできないんですか，ねえ？じゃあ，ここに残って見
守ってて上げましょうか？わかりました．たまには，
ご主人様の隣にいるのもいいかもしれませんね…
DDI：
ご主人様！どうしたんですか？今日もこ～んなに仕事
がいっぱい．ご主人様は頑張り屋さんですよね．実
は私…ご主人様の頑張ってる姿，大好きなんです．だ
から，頑張れるようにご主人様を洗脳いたしますは
い．これで今日も頑張れますね．

3. 3. 2 振る舞いデータ収集
作成したセリフを用いてスタッフに振る舞いを行ってもら
い，その時の「身体の動き」と「表情」，「声」のデータを収集
した．「身体の動き」「表情」は，rokoko社のボディスーツとグ
ローブ，スマートフォンのカメラを用いて，身体全身と手の動
き，顔の表情データを収集した．「声」については設置した指
向性マイクを用いて収集した．

3. 4 仮 説
ツンデレは服従的な性格を持つ人に好まれていることが分
かっている [6]．このことを踏まえ，下記の 2 つの仮説を立
てた．
(1) 服従的な性格が強い人ほど，TDIが作業意欲向上に与え
る影響は大きい．
(2) 服従的な性格が強い人ほど，TDIが DDIよりも作業意欲
向上に与える影響は大きい．
さらに以上の仮説に加えて，人と ARエージェント間のツン
デレインタラクションによる作業意欲の向上への効果の違い
についても調査を行った．

3. 5 評 価 項 目
被験者の支配的，服従的な性格を取得するために 2種類のア
ンケートを用いた．被験者の支配的性格を評価するアンケー
トとして，サディズム傾向を「直接性サディズム」と「代理性
サディズム」の 2つの尺度から評価できる Varieties of Sadistic
Tendencies (VAST) [7]を 27項目 5件法で使用した．また，被
験者の服従的性格を評価するアンケートとして，人間関係に
おける不当な扱いを慢性的に許容する傾向を「不安型愛着」
「卑下的自己像」「自己犠牲的性質」の 3つの尺度から評価で
きる SELF-DISS [8]を 35項目 10件法で使用した．これらのア
ンケートはどちらも日本語に翻訳した項目を原文に添える形
で使用した．各インタラクションの後に被験者の作業意欲に
ついて評価をするために，リッカート尺度に基づき，作業意
欲について 7件法によるアンケート結果を比較した．さらに，

図 2 被験者の直接的サディズムの大きさとツンデレインタラクショ
ンによる作業意欲の向上への効果の関係

そのインタラクションが必要だと感じるシチュエーションに
ついて，作業始めにおいて，「作業意欲が高い」もしくは「作
業意欲が低い」状態で「他の誰かに決められた」，「自分の決め
た」仕事を行うときと，「ありません」の 5項目を選択肢とし
て複数回答可の形式でアンケートを行った．

3. 6 調 査 手 順
被験者は，まず，自身の性格に関する 2種類アンケートに回

答した．その後，2つのグループに分かれ，片方のグループで
はメイドカフェのスタッフ (人)から，TDI（ギャップ大），TDI
（ギャップ小），DDIをランダムに１つずつ受け，それぞれで作
業意欲とそのインタラクションが必要なシチュエーションに
関するアンケートに回答した．次に HMDを装着し，ARエー
ジェントでも人と同様の流れで調査を行った．その後，調査全
体に関するインタビューを受けた．もう片方のグループでは
人と ARエージェントの順番を入れ替えて調査を行った．被
験者は 1人あたり 6回のインタラクション体験し，全体で計
30分程度の時間で調査を行った．

3. 7 調 査 結 果
受け手の服従的性格と TDIによる作業意欲の向上への効果

の間には有意差が見られなかった．そのため，仮説 (1)，(2)が
支持されなかった．しかし，図 2に示す通り，人が振る舞う
TDI（ギャップ小）において，支配的性格の一部を表す直接的
サディズムの強さと，インタラクションを受けた後の被験者
の作業意欲の関係について，Spearmanの順位相関係数 𝜌 には
−0.383の負の相関が見られた．さらに，この有効確率は 0.022
であり 5%以下の有意な結果であった．一方で，TDI（ギャッ
プ大）における被験者の性格と作業意欲については有意な差
は見られなかった．次に，直接的サディズムが弱いグループ
（直接的サディズムに関するアンケートの点数が下位半数であ
る 14名）における，TDIと DDIが作業意欲へ与える影響につ
いては有意な差は見られなかった．最後に ARエージェント
が振る舞う TDIにおいては直接的サディズムの強さと，イン
タラクションを受けた後の被験者の作業意欲の関係は有意な
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差が見られなかった．

4. 考 察
メイドカフェのスタッフとそのファンとの関係における本
インタラクションの調査の結果，受け手の服従的な性格と TDI
による作業意欲の向上への効果の間には有意差が見られず，仮
説 (1)，(2)が支持されなかった．しかし，人による TDI(ギャッ
プ小)において，支配的な性格の要素となる直接的サディズム
が弱い人ほど，作業意欲を向上させることができることが確認
された．これらの結果より，好意対象から受ける TDIにおい
て，服従的な性格によらず，支配的な性格が弱い人であれば，
作業意欲が向上する傾向にあることが分かった．しかし，その
直接的サディズムが弱いグループにおいて，TDIと DDI間で
作業意欲に対する効果に差は見られなかった．これは，被験
者は演者であるメイドカフェのスタッフのファンであり，目
の前で自身が好意を持つ人から振る舞いを受けるという状況
が，作業意欲にかかわらず全ての項目においてアンケートの
点数を高いものにさせていたことが原因と考えられる．これ
については調査後に被験者から収集したコメント「ここは天
国か？」や「とても幸せでした」からも読み取れる．このこと
から，異なるインタラクションの間に差が生じにくかったと
考えられる．
次に，本調査で用いた TDIが被験者にとって必要だと感じ
られたシチュエーションの調査結果を図 3に示す．これによ
ると，TDIは低いモチベーションで作業に取り組む際に有効で
あることが確認できた．これは被験者から「作業をしようかな
と迷っているときにしてほしい．やる気があるときは向かな
い」「低いモチベーションのとき．何かしら応援があったら嬉
しい．」といったコメントを得られたことからも読み取れる．

ARエージェントが振る舞う TDIは人の場合と同様の効果を
与えることができなかった．それに対して，被験者より「AR
エージェントの振る舞い時に，手が服に貫通して見える」や
「ARエージェントの目線が自分と合っていなかった」といっ
た ARエージェントの振る舞いの見た目の違和感に対するコメ
ントが得られた．また，「メイドの方が知ってるので好感，親
近感をもった」や「メイドさんは知っているが ARエージェン
トは知らないから違和感を感じた」といった被験者と ARエー
ジェントの関係性が成立していないことによる影響も見られ
た．このことから ARエージェントの振る舞いの見た目の違
和感や受け手との関係性が，人によるインタラクションの場
合と比べて異なる効果をもたらしている可能性がある．

5. ま と め
本稿では，ツンデレと支配的，服従的な性格に注目し，行
動変容を促すツンデレインタラクション (TDI)において，支配
的，服従的な性格と作業意欲との間にどのような関係性がある
かを職業的にツンデレを使用しているメイドカフェのスタッ
フ 2名とそのファン 28名にそれぞれ演者，被験者として協力
していただき調査した．さらに，人と ARエージェントの間の
効果の違いについても調査した．その結果，TDIは支配的な性

図 3 振る舞いの有効なシチュエーションの調査結果

格が弱い人ほど作業意欲の向上に効果があることが判明した．
さらに，TDIの有効なシチュエーションとして作業意欲が低
い場合に効果が期待できることを確認した．しかし，ARエー
ジェントにおいては，ARエージェントの振る舞いの見た目の
違和感や関係性の構築が不十分であることから，人と同様の
効果を得ることができなかった．また，本稿では特定の人々
に対する１度きりの振る舞いによるインタラクションを調査
したものであった．そのため，今後は多くの人々を対象とし
た，複数回のインタラクションによる効果検証を行う．
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